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惨総本総長持 霊堂孫子新聞I闘鋭から

約めI)jj!畿新EBI密主主主まぞ
I>IJ朗自3租奇から花55
ま約弓まで

1>玄事延長約日130m 約シール

ド工事三三罪事703明〉

"メI";

主主3系子市主主閉じり幾重震よ持続討をだ

いますc この誘導重量ヨ的は市内の

宅すべての幾重震話母校緑豊空に行い、 i出

慣の繁備を自官襲撃C!窓獲し今後o火
雪~J;5ø淡tt:にl半う地域分析、

議o労義務翁文芸策、 議F時間建議主主ど蓮華
工芸襲撃議終夜成の塁滋要望l:lieエ怒るfて

め義務幾所l!¥:、年韓議員授係官費(霊世主主出

E悲観〉事業所運号機とこ1議案謀、 き実態、
従事堂貿毅など仁やめは器等霊襲亨るため

31'弓守尽力ら閣議室霊童毒11滋罪撃
しますうよさ世話JJください。

F号警!c1:El級以外fこ使用し該

ら、&iりのままをご記入〈主ざをきい。

ま鎮筏ま手重量保険料o総統53まf4翼草
分主努事自民王手2悶米8C納期理主主f

話連ぎましだだろ、締めてい広い万

l立至急羽!守してく去ざおし¥04悶考査

過ぎると軍司主主絞われといる絵入湖

沼重量では約めることガてき宗教ん窃

義挙後続!品約期限までに織的4まいと

将慾務総ま手金や障審査手議 則子年

金主主e年重量を受げられ主主〈収る場
めがあります。?とヨうと1絞竺集合
詩型Il)(奪行いますので絞めてい広い

討は締利問<7;ぎをさし」

E三 時|会主義 i

l主党孫子駅前
行政j怒i'1lA行l

つくし献;mi

I> BG寺C~額百時

容ごヨ(同〉午線10B寺、絶望書

友会綴長野2院選大ホ )[， *と3Fl20
Eヨえっ午後2ff吾、事契機約三宮百二6

機会議望書

炉問合せ商工総

号事。1主君事会

1> 8符ご弓28 午後10~若から

午後1日事
惨苦脅絞 殺孫三子訳語tHきままi議本話路奇

~~諜華麗主主語審仕活動

争翼翼B 3弓何日(オミ:)

4最重量察署霊翠主主港事選
1>鰐B 31'弓おく本〉

。君事仕活動書籍会議義務と湾問

。市役所青色、生子誇';8善幸4Q分

OE霊祭数料際的 守前8喜幸5念分

歩罪事会t主 総波宮自2~873Q

勝堅コ怒さん(t;Z等習室寺三京

子ンシ'3ン8402)tJら雪害保害警護警

(4) 
!と'l'l}!さo，主主義主主務総軍寄贈されまし
と。

1>我孫子ふるさと会⑦滋さんから

交滋i露関の憶さん12:2115例記号室寄付

ガ怒り殺し佐。

自弥譲奪三設話ささん〈巴立議機会後)1) 

ぞう絞め絞殺iこ1007ヨ問、市総会館

{議総代として2OOJ5F号、合計初百

万円の寄!古がありきました硲

換炉井手口期後援会務懇ガ1;-会o主留
さんだらa平協従軍当へおち汚必要警
{せがあり殺しだ。

惨}議B 3月118(8)約ヨミ咋11上

夢野談合 市役所 守てて高司王;lg寺

o谷淳子潟と議室襲躍華線路重量
I>J¥IlB 31'寺ヨ〈包〉雨天中広

島静銀合 言喪主主総綴襲撃t銭Ri!l.札口
午前8時205i
害予罵を守る主主 連竪迎宮 (82)0521 
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